
３組以上が一度に参加すると、対応するスタッフが不足する場合がある。
協力スタッフの為のワーキングの簡単なマニュアルがあると良い。
アンケート回答者数が少なかったので、アンケート回答を促すことが必要。

地域実践活動事例報告シート

● 活動の種別

● 所　属

防災ハンドブックWG
所属メンバー　８名（内事務局１名）

建築士の職能を生かした
防災・減災の知識の提供

イベントに出展している
団体との交流、意見交換

● 活動のきっかけ・活動内容と成果
　当ワーキングの活動は、建築士が一般市民の防災意識の向上と備える力の向上を促し、大規模な地震災害での人的
被害の抑制を図ることを目的としている。その一環として、防災や減災の為の情報がまとめられた市民向けハンド
ブック『防災本』を作成した。建築士が、幅広い年齢層の一般市民に向けて講演会やワークショップなどのイベント
実施し、地域の防災力向上を図るものである。
　昨年の第１回首都防災ウィークでは、イベントの実行委員をしている青年委員会OBの方よりお話を頂き出展させて
いただくこととなった。第２回となる本イベントでも引き続き出展させていただくこととなった。
＜活動内容＞
　　①ワークショップA：「じぶんの家のキケン発見」
　　　最初に住宅模型で地震災害による居間での被害を再現。その後専用シートの上に自宅の居間の家具配置を再現し、
　　　そこに潜んだ危険を発見する。そして危険を解消するためにはどんな対策が必要か考えるワークショップ。
　　②ワークショップB：「ストローけんちく」・「防災トランプ」
　　　ストローけんちく：ストローを使って住宅の骨組を再現。筋交いの有無で強度が異なることを体験するﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ。
　　　防災トランプ：トランプで遊びながら防災の重要項目を学べるワークショップ。
　　③展示・アンケート・配布物
　　　展示：住宅リビング模型、建物振動模型、防災本PRムービー
　　　アンケート：防災対策アンケート（実際に自宅で行っている防災対策）
　　　ワークショップ参加者には「防災本」プレゼント
　たくさんの親子連れの来場者があり、楽しんでワークショップに参加して頂けた。親子で真剣に会話しながら自宅
の危険個所を探す場面があり、自宅の防災を考えるきっかけをつくることができた。（当日４０組以上が参加）
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● 今後の計画

都内の学童保育施設にて、小学３年生を対象に防災ワークショップを開催予定。（１１月）

検討中：防災講師育成講習会、講師支援ツールの作成、一般市民向け防災講習会

連絡先 TEL 03-3536-7712

● 今後の課題

平成 年度26

活動団体名 防災ハンドブックWG 事業名 楽しく学ぶ防災ワークショップ　（第
２回首都防災ウィーク）

【委員会名】 ■青年　□女性　■まちづくり　□ＮＰＯ　□任意団体東京建築士会

□建築物調査、保存・再生　□景観形成、街並み保存・修景　■地域活性化
□教育・人づくり　■防災まちづくり　□ユニバーサルデザイン　□環境保全
□住まいづくり　□住環境整備

● 活動組織の概要 ● 建築士との関わり ● 他の団体・専門家との連携

● 活動の概要

　今年で第２回目を迎える「首都防災ウィーク」は墨田区横網町公園・東京都慰霊堂で行われる一般市民
を対象とした防災イベントであり、講演会や各団体の様々な防災関連の催しが行われる。
　当ワーキングも防災ブースを出展し、小学生程度のこどもを対象とした展示やワークショップを行い、
防災や減災への関心を高め、震災への必要な備えについての啓発活動を行う。
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